
宅新築資金等
…71万円

期高齢者医療
…2億6,558万円

民健康保険事業
…19億8,403万円

2018.５−２

一般会計のほかに町には、７つの特別会計と１つの企業会計があり、
どの会計も私たちの暮らしを支えるために役立っています。

35億350万円特別会計

特

特

特 特

特 特

特特

企業会計

・予算額は１万円未満を四捨五入しているため、必ずしも合計額が総予算額と一致するとは限りません。
・かっこ内は全体の予算に占める割合を表しますが、小数点第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が 100% になるとは限りません。
・一般会計は暫定予算であるため、収入と支出の金額は一致しません。

収入 INCOME

EXPENDITURE

地方消費税交付金　6,700万円（2.7％）

農林水産業費　１億1,427万円（5.0％）

そのほか　401万円（0.2％）

民生費
９億302万円

（39.2％）

土木費
３億904万円

（13.4％）

総務費
２億4,909万円

（10.8％）

衛生費
１億7,771万円
（7.7％）

消防費
２億465万円
（8.9％）

教育費
２億8,774万円

（12.5％）

支出
依存財源　68.1%自主財源　31.9%

町税
６億4,757万円

（26.2％）

地方交付税
９億3,500万円

（37.9％）

町債
３億5,360万円

（14.3％）

そのほか（2.5％） ・議会費  3,336万円　・商工費  1,084万円　・予備費  1,000万円　・公債費  200万円　・労働費  121万円　・災害復旧費  100万円

使用料・手数料　3,229万円（1.3％）

分担金・負担金　2,527万円（1.0％）

国庫支出金　１億4,844万円（6.0％）
地方譲与税　1,800万円（0.7％）そのほか　8,317万円（3.4％）

県支出金
１億5,362万円
（6.2％）

水道事業会計
収入…3億6,606万円　支出…3億5,364万円

毎年度の予算（案）は、３月に開催される議会定例会に提案し、審議が行われ、
通常は年度の開始される４月１日前に議決されます。
平成 30年度一般会計予算（案）も３月７日に上程し、審議を受けましたが、３月
23日の採決において賛成少数となり、否決されました。
このため４月１日からの行政サービスに支障をきたさないよう、急きょ、
暫定予算（案）を編成し、３月 30日の議会臨時会において可決され、４月からの当
面の予算措置を講じました。暫定予算は、本予算が成立するまでの間の行政の中断
を防ぐためのものであるため、義務的な最低限度の経費を計上することが通例です
が、住民生活への影響や事業の財源確保対策などを考慮して一部の政策的経費や投
資的経費についても計上しています。
今後は、本予算が早期に成立されるよう努めてまいります。
※平成30年度予算の詳細は、本予算の成立後に改めてお知らせします。

平成30年４月１日から６月30日までの３か月間の
暫定予算を調製しました。

23億393万円（歳出）一般会計

予算
平成30年度

国
は、特別会計を省略して表記したものです。※以下の

かんがい施設維持管理運営費
…9,097万円

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費
…1,400万円

地方独立行政法人くらて病院貸付金等
…2億2,619万円

後
住
流域関連公共下水道事業

…9億2,202万円

暫定予算は、地方自治法の規定によ
り、暫定的なものとして編成される
当該年度中の一定期間にかかる『つ
なぎ予算』として、本予算が成立す
るまでの間、行政運営の中断を防ぐ
ために編成するものです。原則とし
て政治判断が必要な経費について
は、本予算の編成の中で検討し、暫
定予算では、住民生活に必要な行政
サービスが安定的に提供されるよ
う、住民生活に影響を及ぼさない最
低限の経費を計上します。

暫定予算とは


